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地域自主防犯活動活発化促進事業 

実施結果報告書 

 

１団体名 足助レディースパトロールセキュリティ隊 

２事業名 子供と学ぶ防犯 

３事業実施 

結果 

特に当地区は高齢者が多いので犯罪（特殊詐欺、悪質商法、侵入盗等）の

被害者にならないような啓発活動に力を入れてきました。 

子どもの周りでも様々な危険、身近な危険が日常生活の中で起きていま

す。 

今年度は成長過程の子供たちが防犯意識のレベルアップを目指すことで

防犯に関心を持ってもらうように若手層に視点を合わせた活動に力を入れ

ました。 

  

1． 子ども１１０番の家の点検と認知度の確認、見守り活動 

2． 不審者対応啓発活動 

3． 交流館の主催する住民主体のふれあい祭り、子どもふれあい祭り 

4． 警察が行う小、中、高校の防犯教室 

 

事業実施結果 

1．子供と学ぶ防犯 

  今年度は、子供を取り巻く環境悪化を懸念し、若年層の焦点を合わせた

防犯の普及にとりくんだ。小学校での学習にタブレットを使う時代でも

あり、早くからネット社会の一員である子供たちに便利さと怖さの両極

端なインターネットのモラルを知ってほしいと学校や学童クラブ等で替

え歌を作り口ずさんでもらったり、紙芝居を通して、理解を深めてもらう

活動を実施した。また地域に出向き、“子ども１１０番の家“の点検や、

不審者対応啓発活動等、子どもたちと触れ合う機会には、”子ども１１０

番の家“の認知につとめた。 

   
入園式          高校入学式での啓発活動 

１８ 足助レディースパトロールセキュリティ隊（豊田市） 
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            学童での防犯講話 

 

    
   防犯カルタ           紙芝居と替え歌 

 

    

 子ども１１０番の家  インターネットの歌     紙芝居 

 

  防犯少年団、コノハッキッズの委嘱式など、足助署が行うイベントに参

加、県警音楽隊と地元中学生のコラボ演奏、年末防犯決起大会出発式では

足助高校防犯ボランティア「アスケット」、各地区民生委員、地域包括セ

ンター等、関係諸機関とも連携しながら高齢者宅を訪問して、手作りのク

リスマスリースを手渡しするとともに、安全安心で過ごしてもらえるよ

うに情報を伝達した。 

  高校生には、クリスマスリース作成時とリースの高齢者配布の折、地域

の安全安心に関心を持ってくれるように声かけを実施した。 

    
          防犯少年団コノハキッズ委嘱式 



90 

 

  

   
          中学校・高校でのあいさつ運動 

 

    
警察音楽隊と中学生のコラボ 

 

    
       高校生と一緒に防犯クリスマスリース作成 

 

    
      年末防犯決起大会出発式 

 

   
       クリスマスリース配布 
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   紙芝居用ケース  啓発用トートバッグ 

 

  
   啓発グッズ クリアファイルと軍手 

 

 

2．高齢者宅訪問 出前防犯教室 年金支給日金融機関での啓発 

過疎の進む地域の中で、孤立しがちな高齢者宅（特に一人暮らし）を訪

問し、会話を楽しみながら、防犯冊子を使い、特殊詐欺の手口をわかりや

すく説明した。 

コロナ禍が少しずつ収まり、いろいろな制限が緩和されて、人流が見直

されてきた。集会所、各種会合、敬老会等に出向き、手作りの紙芝居や最

新の手口を盛り込んだミニコント、〇×クイズ、特殊詐欺の手口を紹介し

た防犯冊子を効果的に取り入れながら、わかりやすく“楽しく”を大切に

して出前防犯教室を実施した。 

地域住民の利用する金融機関に年金支給日に出向き、各層の利用者に新

たな手口の紹介や、いつ、だれが被害者になるかもしれない状況について

説明した。各人が防犯を身近に感じて、家庭や地域で話題にしてもらうこ

とで幅広い層に情報発信ができ、防犯意識の浸透につながったように思

う。 
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４成果と課題

及び今後の

取組み 

（１）事業実施の成果及び課題 

成果 

  私たちは、1 高齢者を犯罪から守る。2 子供たちを犯罪から守る。3 警

察と地域の情報を繋ぐパイプ役としての活動の３つの柱を原点に年間活

動を実施しています。比較的平穏な地域なので「私は大丈夫」と固定観念

がぬぐい切れないため「私もあぶない」と意識をどう変えてもらえるか、

と試行錯誤を重ね、今年度は若年層から防犯に興味と関心を持ってもらう

活動を展開することにしました。 

 子供たちに積極的に参加してもらい、身近に防犯を感じてもらえるよう工

夫して、学童クラブや学校の不審者対応訓練の時は、警察官の講話ととも

に私たちの考えた替え歌や紙芝居等で分かりやすく、楽しく、心に残るこ

とを目標に活動しました。楽器を使ったり、手作りの防犯アイウエオかる

たを見ながらピンポイントで大切な事柄を覚えてもらい、講話の最後には

確認の意味も含めて、〇×クイズで意識の浸透を図りました。この取り組

みに参加することで子供たちにも記憶に残ったようです。 

 

課題 

  今までの活動が高齢者向けの防犯講座や啓発活動が多く、それなりに手

ごたえも感じていますが、今年度は電子マネーに関する特殊詐欺の予兆電

話が多くかかるようになり、被害も出て、私たちの活動の盲点を突かれた

ような気がします。当隊の隊員も電子マネー等に精通した者もいなくて、

またネット社会での闇バイトとの関係も若い世代に情報が行き渡るよう

にするためには、より一層研鑽を積むことが必要になりました。今後各世

代への啓発活動のヒントとして情報収集に努めたいと思います。 

 

（２）今後の取り組み 

  比較的平穏な地域だからこそ、「犯罪の被害に遭わない、犯罪を起こさ

せない、犯罪を見逃さない」の三原則の実現のため、どんな方法が多くの

人の心に効果的に届くのかを考え、工夫して活動を継続していきたいと思

っています。 

 

 

 


